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1. はじめに     

 衣服のコーディネートはファッションに関心を持つ多

くの人々を悩ませる．彼らは様々なメディアを参照し，

自らのコーディネートの参考とする．本研究では，参考

とするコーディネートとして，街中のおしゃれな人々の

コーディネート写真を掲載するファッションスナップサ

イト上の大量のコーディネート画像に着目した． 
本稿では，これらのコーディネート画像を対象に，衣

服の画像を入力として，その衣服に対して参考にすべき

コーディネート画像を検索することができるシステム

snapper（スナッパー）を提案する．具体的には，全身コ
ーディネート画像から各領域（トップスアウター，トッ

プスインナー，ボトムス，シューズ）を抽出し，入力衣

服画像に対して検索対象領域との類似画像検索を行う．

これまで，コーディネート推薦に関して多くの手法が提

案されている[1,2,3]．しかし，コーディネート画像の検
索というアプローチによる推薦を提案する研究は少ない． 

 

 
図 1 snapperシステム概要図 

2. 提案システム 

 提案システムについて説明する．本システムは大きく

３つのステップから成る．まず，予め全コーディネート

画像から各領域（トップスアウター，トップスインナー，

ボトムス，シューズ）を抽出する．次に，各領域から画

像特徴量を抽出し，特徴量データを作成する．そして，

入力に対して特徴量マッチングを行い，検索結果を出力

する．本システムの概要図を図 1 に示す． 

2.1 コーディネート画像からの各領域抽出 

  スナップサイトの各コーディネート画像からの領域抽
出手法について述べる．本システムでは既存の顔検出手

法を用いて，顔領域を基準とする一定ルールの領域抽出

を行う．具体的には，まず顔領域を特定し，顔領域の位

                                                                   
† 東京大学大学院学際情報学府 
‡ 東京大学大学院情報理工・情報学環 

置と縦横の長さを基準に各領域を決定する．例えば，ト

ップスインナーは顔領域の縦 3 倍，横１倍で抽出する．
領域抽出結果の一例を図 2 に示す． 
 

 
図 2 領域抽出例 

2.2 特徴量データの作成 

  コーディネート画像の各領域の特徴量データを作成す
るステップについて説明する．本システムでは，特徴量

として RGBヒストグラム，SIFT 特徴量を用いた． 

RGBヒストグラム 

 RGBカラーモデルをもとに，各色を 8 色ずつに減色し
た上で，合計 83=256色でRGBヒストグラムを作成した． 

SIFT特徴量の BoKヒストグラム 

 SIFT 特徴量によって，BoK[4]ヒストグラムを作成した．
具体的には，まず全画像の SIFT 特徴を抽出後，k-means
法によるクラスタリングを行い，各クラスタのセントロ

イドを BoK辞書として保存する．そして，改めて全画像
の各 SIFT 特徴について，BoK 辞書を参照し，最も近い

クラスタに投票し，ヒストグラムを作成する．本システ

ムでは，𝑘 = 100でクラスタリングを行った． 

2.3 クエリーとの特徴量マッチング 

  検索ターゲット領域と衣服画像が入力として与えられ
たときに，どのように特徴量マッチングを行い，検索結

果を出力するかについて説明する． 
まず，クエリー画像に対して，衣服領域のセグメンテ

ーションを行う．ここでは，Graph Cuts を基にした

GrabCut[5]を用いた．セグメンテーション結果の例を図 
3 に示す． 

 

 
図 3 クエリー画像のセグメンテーション例 
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次に，クエリー画像に対して，RGB，SIFT 特徴量の

BoKヒストグラムを生成し，検索対象領域の特徴量デー
タを参照し，類似度計算を行う．類似度算出には，RGB， 
BoK それぞれについてヒストグラム間のバタチャリヤ

距離[6]を求め，その線形和を用いた．ビン総数 Nのヒス

トグラム H1,H2 間のバタチャリヤ距離𝑑(𝐻1, 𝐻2)は以下の

ように表される． 

𝑑(𝐻1, 𝐻2) = √1 −
1

√𝐻̅1𝐻̅2𝑁
2
∑√𝐻1(𝐼) ∙ 𝐻2(𝐼)

𝐼

 

そして，この類似度の上位𝑘個のコーディネート画像を

検索結果として出力する．本システムでは，𝑘 = 30とし

た． 

3. 実装と評価 

  本システムの実装と評価について述べる．なお，本シ
ステムは PHP， C++， OpenCVによって実装した． 

3.1 インターフェース 

  本システムは検索画面と検索結果画面の 2 画面で構成
される．ユーザーは検索時に衣服画像と検索ターゲット

領域のラベルを選択し，検索を行う．図 4 に画面の一例
を示す． 
 

 
図 4 検索結果画面例 

 

3.2 評価実験 

  本システムの実験として，3 つのスナップサイト上の

コーディネート画像計 8,031 枚をデータセットとし，3
つのクエリーを用意し，実験を行った． 

3.3 結果 

 実験の結果の一部を図 5 に示す．検索結果 30 件に対
して，参考となるコーディネートを集計した結果，id1：
17 件，id2：5 件，id3：14 件，平均適合率は 40%であっ
た． 

3.4 考察 

 本実験では，検索対象領域の異なる 3 つのクエリーを
用いた．この実験の結果，以下のような課題が考察され

る． 
コーディネート画像の背景による影響 

スナップサイトのコーディネート画像は街中の背景を

含む写真である．そのため，id1, id3 の失敗例にも見られ
るように，画像内の背景の情報が結果に強く影響してい

る． 
衣服領域特定の失敗 

本システムでは，コーディネート画像の衣服領域を一

定ルールに基づく簡易な手法で定義している．そのため，

id2 の失敗例のように，人の肌領域が結果に影響を及ぼ

している．また，被写体の姿勢にも脆弱で，被写体が直

立していない場合に，領域特定に失敗してしまう 
 

 
図 5 実験結果 

4. 結論 

  本稿では，ファッションスナップサイト上の画像を用
いたコーディネート検索システム snapper の提案と実装
について述べた．実験の結果，特に衣服の領域特定手法

に課題が見られた．この課題を解決することで，より高

い精度のコーディネートサポートが可能となると考えら

れる．また，スナップサイトの各画像には性別，撮影日

などのメタデータが紐づいている．今後，この情報を利

用することで，より効率的な参考コーディネート画像検

索が可能となる． 
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